
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市立安宅小学校 学校だより 

NO.３          

令和３年６月４日 

  校長 広見 理恵  

「見えないもの」と戦うということ 

 

 

 

保護者の皆様には本当にご心配とご不安をおかけしております。５月１７日以来、感染が

続いており、５月２７・２８日には市教委の指示により、一斉休校という措置を取らせていた

だきました。また２８日には、市教委の指示で、児童と教職員の検査を実施し、安全が確認さ

れました。休校については、急なお願いで、さぞ保護者の皆様も対応が大変だったことと思い

ます。学校の対応にご理解いただき、心より感謝申し上げます。 

先日のお便りでお知らせしたとおり、保健所からは「濃厚接触者なし」「感染経路への対応

ができている」との判断があり、学校としても様々な対策を講じているものの、感染者が連続

しているという事実を重く受け止めています。まずは子どもの安全安心が第一であるとの認

識で、職員一同感染対策に対応しています。子どもたちも、たくさんの制限の中、本当にけな

げに感染対策に取り組んでくれています。 

 

 人の心が不安になるのは、コロナウィルスという「見えないもの」に対して戦っているから

だと思います。不安は心の距離を生みます。コロナが怖いのは、感染と同時に、誰もがもって

いる不安な心をあぶりだす病気だということです。ですが、今は誰がかかってもおかしくな

い状況です。感染対策の徹底と同時に、相手の立場を思いやることのできる「心の力」が大切

であることを、子供たちには伝えていきたいと思っています。 

いつになったらこのコロナとの戦いにめどがつくのか、いつになったらこれまでのような

「心と体の距離を密にした教育活動」が再開できるのか、「見えないもの」との戦いが終わる

日まで、一日も気の抜けない日が続きます。 

保護者の皆様のご理解とご協力を、引き続き、お願いいたします。 

                            ＜ お願い ＞ 

 

 
① 暑くなってきました。熱中症対策のためにも、水筒の持参をお願いします。 

② ハンカチも忘れずお願いします。 

③ 家族や本人が PCR検査を受けたら、必ず学校まで連絡お願いします。 

④ 家族や本人の発熱や体調不良がある場合は、登校は控えてください。 

⑤ マスクですが、校内では必ず着用させています。が、気温が高くなると、特に下校時（家までの距

離によって）はマスクの着用が難しくなる場合もあります。その場合は、人との距離をとって、会

話は控えるよう児童には伝えてあります。ご家庭でも宜しくご指導ください。 
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安宅小学校 感染症対策ガイドライン(R3.6) 
                                      

R３．６．４ 安宅小 

 

 

※上記の内容は、６月４日現在の実施状況です。その後、熱中症対策が必要になった場合や、児童の安全が 

図れる状況になった場合は、その都度、児童の安全と教育の確保の両立を段階的に図っていきます。 

 

項目                  対策 

登校前 ・児童及び教職員は自宅で検温、チェックカードに記入し、学校に提出する。 

※発熱や風邪症状がある場合は登校を控えてください。（欠席ではなく出席停止扱いとなります） 

・マスク、ハンカチ、水筒を持参する（予備のマスク、マスク袋も） 

健康調査 ・学校の玄関口で、自動体温測定器による体温測定を行う。 

・担任は提出されたチェックカードを確認する。 

手洗いの徹底 

 

・正しい手洗い等の指導を行う。 

・登校時、掃除後、休み時間後、移動教室前後、給食前後、下校時等 

定期的な手洗いの徹底を図る。 

・アルコールによる手指消毒を実施する。（玄関・各学級・職員室・図書室等に配置） 

保健室対応 ・怪我の児童と体調不良の児童の対応場所を別にし、 

接触を防ぐ。 

※発熱や体調不良の児童は、保護者に連絡の上、 

速やかに早退することになります。 

消毒・掃除 

 

・専門のスタッフ（スクールサポートスタッフ）が、トイレ掃除と消毒を中心とした業

務を行う。（トイレ・特別教室・玄関・廊下・階段等） 

・教室の消毒を定期的に実施する。 

３密対策 

 

 

 

・在校中はマスク着用を徹底する。（気候によっては、熱中症予防も考慮しつつ対応） 

・常時、換気システムを使用すると共に、定期的に窓を開放する。 

・手洗い場やトイレなど、密が予想される場所には、時間差をつける・足型などの目印

を置くなど、ソーシャルディスタンスが図れる工夫を行う。 

学習指導 

 

 

 

・座席の配置に配慮する。 

・近距離での長時間の対面活動・近距離で大声を要する活動・密になる活動については

行わない。（感染状況により、段階的に判断する） 

・全校児童による集会等は当面の間行わず、学年・学級指導や、放送での指導とする。 

・夏休みの自由水泳は、感染対策が図れないため、実施しない。 

給食 

 

・手洗いを徹底し、机の配置を配慮する。 

・給食前に机の消毒を行う。 

・衛生に気を付けた給食準備の方法を全校で共有し、実施する。 

・食材の増減等は食事の前に行い、食べ始めるまではマスク着 

用のまま静かに待つ。 

・マスクを外すときは、マスク袋の中に入れる。 

・静かに食べ（黙食）、静かに過ごす。 

機器の活用 ・光触媒除菌機や CO2測定器を活用する 

（市より配布。各教室に設置済み） 

 

差別・偏見へ

の対応 

・コロナに関する正しい知識についての指導を行う。 

・コロナに関する偏見や差別への指導を行う。    （５月１７日に全校で実施） 


